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平　
成　
十　
三　
年　
一　
月　
二　
一　
日　
付　
け　
の　
朝　
日　
新　

聞　
に　
『　
デ　
ジ　
タ　
ル　
技　
術　
が　
保　
存　
に　
威　
力　
』　
と　

い　
う　
見　
出　
し　
で　
、　「　
伝　
統　
文　
化　
を　
保　
存　
し　
よ　
う　

と　
い　
う　
取　
り　
組　
み　
が　
、　
デ　
ジ　
タ　
ル　
技　
術　
の　
進　

歩　
で　
力　
を　
発　
揮　
し　
始　
め　
、　
各　
地　
で　
芸　
能　
文　
化　

の　
保　
存　
な　
ど　
に　
、　
使　
わ　
れ　
始　
め　
て　
い　
る　
」　
と　

い　
う　
記　
事　
が　
載　
っ　
て　
い　
た　
が　
、　
東　
和　
町　
は　
す　

で　
に　
、　
宮　
本　
常　
一　
の　
蔵　
書　
と　
写　
真　
の　
整　
理　
・　

保　
存　
を　
、　
此　
の　
デ　
ジ　
タ　
ル　
技　
術　
で　
行　
っ　
て　
い　

る　
。　
し　
か　
も　
、　
た　
だ　
保　
存　
す　
る　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　

整　
理　
が　
終　
わ　
れ　
ば　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
日　

本　
に　
止　
ま　
ら　
ず　
海　
外　
に　
ま　
で　
紹　
介　
し　
、　
役　
立　

て　
よ　
う　
と　
い　
う　
仕　
事　
が　
進　
ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
の　

こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
宮　
本　
常　
一　
の　
蔵　
書　
・　
図　
書　
・　

写　
真　
類　
は　
、　
ま　
す　
ま　
す　
そ　
の　
価　
値　
を　
増　
し　
て　

い　
く　
こ　
と　
に　
な　
ろ　
う　
。　
東　
和　
町　
で　
は　
停　
年　
を　

迎　
え　
た　
方　
が　
、　
第　
二　
の　
人　
生　
と　
し　
て　
、　
此　
の　

仕　
事　
を　
頑　
張　
っ　
て　
や　
っ　
て　
お　
ら　
れ　
る　
。　

（
一
）
宮
本
常
一
の
図
書
と
写

真
は
全
部
で
い
く
ら
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

話　
は　
平　
成　
九　
年　
に　
遡　
る　
。　
東　
和　
町　
で　
宮　
本　

常　
一　
の　
写　
さ　
れ　
た　
写　
真　
の　
ネ　
ガ　
を　
元　
に　
し　
て　
、　

サ　
ー　
ビ　
ス　
サ　
イ　
ズ　
に　
焼　
き　
付　
け　
る　
作　
業　
が　
行　

わ　
れ　
て　
い　
た　
。　
そ　
の　
頃　
、　
宮　
本　
常　
一　
の　
写　
さ　

れ　
た　
写　
真　
が　
、　
果　
た　
し　
て　
何　
枚　
あ　
る　
か　
、　
今　

後　
の　
利　
用　
・　
収　
納　
を　
行　
う　
た　
め　
に　
も　
知　
り　
た　

い　
の　
で　
、　
聞　
き　
回　
っ　
た　
が　
誰　
も　
知　
ら　
な　
い　
。　

た　
だ　
、　
膨　
大　
な　
枚　
数　
が　
あ　
る　
ら　
し　
い　
と　
言　
う　

こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　

た　
ま　
た　
ま　
、　
府　
中　
の　
宮　
本　
常　
一　
宅　
で　
、　
家　

を　
建　
て　
替　
え　
た　
い　
と　
い　
う　
希　
望　
が　
あ　
り　
、　
同　

時　
に　
宮　
本　
常　
一　
の　
蔵　
書　
・　
写　
真　
類　
を　
、　
東　
和　

町　
に　
寄　
贈　
し　
た　
い　
と　
い　
う　
意　
向　
を　
伺　
っ　
た　
。　

（
二
）
図
書
類

書　
庫　
に　
一　
体　
何　
冊　
の　
図　
書　
が　
あ　
る　
か　
伺　
う　

と　
、　
単　
行　
本　
以　
外　
に　
学　
会　
誌　
・　
雑　
誌　
類　
も　
多　

く　
、　
全　
部　
を　
数　
え　
難　
く　
、　
書　
庫　
の　
棚　
の　
長　
さ　

に　
し　
て　
、　
何　
百　
メ　
ー　
ト　
ル　
と　
い　
う　
、　
び　
っ　
く　

り　
す　
る　
返　
事　
が　
戻　
っ　
て　
き　
た　
。　

現　
場　
を　
知　
る　
こ　
と　
が　
第　
一　
と　
宮　
本　
家　
を　
訪　

れ　
た　
と　
こ　
ろ　
、　
六　
段　
の　
書　
架　
が　
二　
十　
以　
上　
ず　

ら　
り　
と　
並　
ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
れ　
に　
驚　
い　
て　
い　
る　

と　
、　
こ　
れ　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
ダ　
ン　
ボ　
ー　
ル　
箱　

に　
沢　
山　
あ　
る　
と　
い　
う　
。　

結　
局　
蜜　
柑　
箱　
用　
の　
ダ　
ン　
ボ　
ー　
ル　
箱　
で　
百　
六　

十　
箱　
分　
の　
図　
書　
類　
が　
東　
和　
町　
に　
送　
ら　
れ　
て　
き　

た　
。　
こ　
の　
ほ　
か　
、　
武　
蔵　
野　
美　
術　
大　
学　
の　
田　
村　

教　
授　
の　
と　
こ　
ろ　
に　
も　
あ　
り　
、　
実　
数　
で　
何　
万　
冊　

か　
、　
図　
書　
の　
確　
実　
な　
数　
の　
把　
握　
は　
此　
れ　
か　
ら　

で　
あ　
る　
。　
驚　
く　
の　
は　
こ　
れ　
ら　
の　
本　
に　
宮　
本　
常　

一　
が　
、　
眼　
を　
通　
さ　
れ　
た　
印　
に　
、　
ロ　
ー　
マ　
字　
の　

Ｔ　
（　
常　
一　
）　
と　
Ｍ　
（　
宮　
本　
）　
を　
併　
せ　
て　
創　
っ　

た　
、　
独　
特　
の　
符　
号　
が　
表　
紙　
裏　
に　
記　
さ　
れ　
て　
い　

る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　（　

）　

（
三
）
写
真
類

ま　
た　
写　
真　
類　
に　
つ　
い　
て　
も　
、　
は　
っ　
き　
り　
し　

た　
こ　
と　
は　
判　
ら　
な　
い　
が　
、　
宮　
本　
常　
一　
の　
写　
さ　

れ　
た　
写　
真　
の　
ネ　
ガ　
は　
箱　
に　
約　
十　
五　
箱　
あ　
り　
、　

総　
数　
は　
あ　
ま　
り　
に　
も　
多　
く　
数　
え　
て　
い　
な　
い　
と　

の　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　

ほ　
か　
に　
宮　
本　
常　
一　
自　
作　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　
が　
、　

百　
二　
十　
一　
冊　
あ　
る　
こ　
と　
も　
判　
明　
し　
た　
。　
こ　
の　

時　
期　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　
台　
紙　
は　
紙　
質　
が　
悪　
く　
、　
ア　

ル　
バ　
ム　
の　
写　
真　
は　
は　
が　
れ　
か　
か　
っ　
た　
り　
、　
貸　

し　
出　
し　
た　
後　
で　
元　
に　
戻　
っ　
て　
い　
な　
い　
も　
の　
も　

あ　
り　
、　
早　
急　
に　
整　
理　
す　
る　
必　
要　
が　
認　
め　
ら　
れ　

た　
。　

（
四
）
整
理
担
当
区
分

そ　
こ　
で　
本　
や　
学　
会　
誌　
・　
雑　
誌　
類　
の　
整　
理　
を　

宮　
本　
千　
晴　
氏　
が　
、　
写　
真　
（　
ネ　
ガ　
・　
撮　
影　
写　

真　
・　
ア　
ル　
バ　
ム　
な　
ど　
）　
を　
私　
が　
整　
理　
す　
る　
と　

い　
う　
、　
大　
雑　
把　
な　
区　
分　
で　
実　
施　
す　
る　
こ　
と　
に　

し　
、　
私　
の　
と　
こ　
ろ　
に　
研　
修　
に　
来　
て　
い　
る　
学　
生　

に　
、　
ア　
ル　
バ　
イ　
ト　
で　
整　
理　
を　
手　
伝　
っ　
て　
も　
ら　

う　
こ　
と　
に　
し　
た　
。　

こ　
の　
整　
理　
は　
家　
の　
建　
て　
替　
え　
の　
始　
ま　
る　
平　

成　
十　
一　
年　
ま　
で　
続　
き　
、　
そ　
の　
後　
写　
真　
は　
川　
崎　

の　
私　
の　
家　
で　
整　
理　
を　
続　
け　
、　
本　
は　
整　
理　
の　
終　

わ　
っ　
た　
も　
の　
か　
ら　
、　
東　
和　
町　
に　
送　
ら　
れ　
た　
。　

な　
お　
、　
図　
書　
類　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　

武　
蔵　
野　
美　
術　
大　
学　
の　
田　
村　
善　
次　
郎　
教　
授　
が　
、　

目　
録　
を　
つ　
く　
り　
整　
理　
に　
当　
っ　
て　
来　
ら　
れ　
て　
い　

る　
の　
で　
、　
図　
書　
類　
の　
整　
理　
と　
最　
終　
の　
ま　
と　
め　

は　
、　
田　
村　
教　
授　
が　
行　
っ　
て　
い　
る　
。　

写　
真　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
東　
和　
町　
企　
画　
課　
が　
、　

宮　
本　
常　
一　
撮　
影　
ネ　
ガ　
の　
整　
理　
と　
、　
サ　
ー　
ビ　
ス　

サ　
イ　
ズ　
の　
焼　
き　
付　
け　
を　
外　
部　
に　
依　
頼　
し　
て　
実　

施　
し　
、　
ア　
ル　
バ　
ム　
作　
成　
と　
、　
ネ　
ガ　
の　
保　
存　
、　

図　
書　
整　
理　
な　
ど　
も　
含　
め　
、　
実　
施　
継　
続　
中　
で　
あ　

る　
。　

（
五
）
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
写
真

の
整
理
と
利
用

平　
成　
八　
年　
か　
ら　
九　
年　
に　
掛　
け　
て　
、　
イ　
メ　
ー　

ジ　
ス　
キ　
ャ　
ナ　
・　
フ　
イ　
ル　
ム　
ス　
キ　
ャ　
ナ　
の　
利　
用　
、　

フ　
ォ　
ト　
Ｃ　
Ｄ　
な　
ど　
に　
よ　
る　
写　
真　
・　
ビ　
デ　
オ　
を　

パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
込　
む　
方　
法　
が　
開　
発　
さ　
れ　
た　
。　

い　
ろ　
い　
ろ　
調　
べ　
て　
み　
る　
と　
、　
フ　
ォ　
ト　
ジ　
ョ　

イ　
サ　
ー　
ビ　
ス　
で　
は　
写　
真　
一　
コ　
マ　
に　
つ　
き　
三　
十　

五　
ミ　
リ　
フ　
イ　
ル　
ム　
で　
も　
百　
円　
も　
か　
か　
る　
こ　
と　

が　
解　
か　
っ　
た　
。　
十　
万　
枚　
な　
ら　
一　
千　
万　
円　
も　
掛　

か　
り　
、　
と　
て　
も　
出　
来　
な　
い　
。　
い　
ろ　
い　
ろ　
調　
べ　

て　
み　
る　
と　
、　
手　
間　
は　
か　
か　
る　
が　
金　
は　
か　
か　
ら　

な　
い　
方　
法　
の　
あ　
る　
こ　
と　
が　
解　
か　
っ　
た　
。　

そ　
れ　
は　
パ　
ー　
ソ　
ナ　
ル　
向　
け　
の　
フ　
イ　
ル　
ム　
ス　

キ　
ャ　
ナ　
に　
よ　
る　
方　
法　
や　
フ　
ォ　
ト　
Ｃ　
Ｄ　
を　
利　
用　

す　
る　
方　
法　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
機　
械　
は　
価　
格　
が　
比　

2

宮
本
常
一
記
念
事
業

策
定
審
議
会
専
門
部
会
長

米
　
安
　
　
晟

宮
本
常
一
の
本
と
写
真
の
整
理　
（
そ
の
二
）

一
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
保

存
と
活
用
に
威
力

二
、
宮
本
常
一
の
発
行
図

書
・
蔵
書
類
・
写
真

の
整
理
・
進
捗
状
況



較　
的　
安　
い　
の　
で　
、　
購　
入　
し　
て　
実　
際　
に　
や　
っ　
て　

み　
る　
こ　
と　
に　
し　
た　
。　
確　
か　
に　
金　
は　
か　
か　
ら　
な　

い　
が　
、　
フ　
イ　
ル　
ム　
一　
枚　
取　
り　
込　
む　
の　
に　
約　
五　

分　
を　
要　
し　
、　
価　
格　
の　
安　
い　
代　
わ　
り　
に　
、　
取　
り　
込　

み　
に　
時　
間　
の　
か　
か　
る　
こ　
と　
が　
解　
か　
っ　
た　
。　
フ　
イ　

ル　
ム　
六　
枚　
を　
一　
度　
に　
セ　
ッ　
ト　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　

な　
っ　
て　
い　
て　
、　
終　
わ　
る　
の　
に　
約　
三　
十　
分　
を　
要　

す　
る　
の　
で　
、　
そ　
の　
間　
別　
の　
仕　
事　
を　
す　
る　
と　
か　
考　

え　
る　
必　
要　
が　
あ　
っ　
た　
。　
気　
長　
な　
仕　
事　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
仕　
事　
は　
私　
が　
し　
ば　
ら　
く　
実　
施　
し　
た　
後　
、　

東　
和　
町　
に　
引　
き　
継　
が　
れ　
た　
。　

平　
成　
十　
二　
年　
度　
ま　
で　
の　
整　
理　
分　
と　
、　
十　
三　

年　
度　
実　
施　
分　
に　
区　
別　
・　
整　
理　
す　
る　
と　
、　
別　
表　

の　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

（
一
）
整
理
状
況

一
）
整
理
済
み

宮　
本　
常　
一　
の　
残　
さ　
れ　
た　
写　
真　
類　
・　
写　
真　
ネ　

ガ　
（　
原　
版　
フ　
イ　
ル　
ム　
）　
・　
ス　
ラ　
イ　
ド　
な　
ど　
は　
、　

膨　
大　
な　
数　
に　
の　
ぼ　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　
こ　
れ　
ま　
で　

の　
整　
理　
済　
み　
枚　
数　
は　
、　
九　
万　
二　
千　
百　
二　
十　
四　

枚　
、　
作　
製　
台　
帳　
数　
三　
百　
一　
冊　
、　
な　
ら　
び　
に　
宮　

本　
常　
一　
自　
作　
ア　
ル　
バ　
ム　
、　
再　
貼　
付　
整　
理　
合　
計　

百　
七　
十　
二　
冊　
の　
多　
き　
に　
達　
し　
て　
い　
る　
。　

二
）
未
整
理
枚
数

ま　
た　
、　
こ　
の　
他　
の　
未　
整　
理　
枚　
数　
は　
、　
ア　
フ　

リ　
カ　
・　
中　
国　
撮　
影　
写　
真　
ネ　
ガ　
百　
四　
本　
、　
対　
馬　

調　
査　
や　
戦　
前　
の　
も　
の　
等　
、　
合　
計　
約　
一　
万　
枚　
、　

そ　
の　
他　
の　
ス　
ラ　
イ　
ド　
等　
で　
あ　
る　
が　
、　
写　
真　
整　

理　
も　
漸　
く　
峠　
を　
越　
し　
た　
感　
が　
あ　
る　
。　

（
二
）
写
真
の
管
理
と
利
用
に

つ
い
て

写　
真　
の　
価　
値　
は　
、　
整　
理　
し　
収　
納　
す　
る　
だ　
け　

で　
は　
、　
そ　
の　
価　
値　
は　
半　
減　
す　
る　
。　
現　
在　
は　
パ　

ソ　
コ　
ン　
・　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
の　
時　
代　
で　
あ　
る　
。　

パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
込　
み　
、　
整　
理　
さ　
れ　
た　
写　
真　

を　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
、　
広　
く　
日　
本　
中　
・　
世　

界　
中　
に　
公　
開　
し　
、　
利　
用　
の　
便　
を　
図　
れ　
ば　
、　
そ　

の　
価　
値　
は　
ま　
す　
ま　
す　
増　
大　
す　
る　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

私　
は　
写　
真　
整　
理　
に　
あ　
た　
っ　
て　
み　
て　
、　
ど　
の　

よ　
う　
な　
方　
法　
で　
行　
え　
ば　
よ　
い　
か　
、　
見　
当　
が　
つ　

か　
な　
か　
っ　
た　
が　
、　「　
と　
に　
か　
く　
考　
え　
る　
よ　
り　
始　

め　
ろ　
」　
と　

①　
宮　
本　
常　
一　
作　
成　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　
の　
保　
存　

と　
整　
理　

②　
宮　
本　
常　
一　
の　
写　
し　
た　
写　
真　
ネ　
ガ　
整　
理　

の　
二　
区　
分　
で　
整　
理　
を　
始　
め　
た　
。　

一
）
ア
ル
バ
ム
の
保
存
と
整
理

ア　
ル　
バ　
ム　
は　
昭　
和　
三　
十　
年　
頃　
、　
ま　
だ　
紙　
質　

も　
良　
く　
な　
く　
、　
写　
真　
が　
剥　
が　
れ　
か　
か　
っ　
た　
り　
、　

貸　
し　
出　
し　
た　
後　
で　
元　
に　
戻　
っ　
て　
い　
な　
い　
の　
で　
、　

別　
に　
保　
存　
さ　
れ　
て　
い　
る　
も　
の　
が　
あ　
り　
、　
整　
理　

す　
る　
過　
程　
で　
、　
不　
明　
枚　
数　
が　
何　
枚　
あ　
る　
か　
を　

調　
査　
し　
な　
が　
ら　
、　
剥　
が　
れ　
か　
け　
た　
写　
真　
の　
貼　

り　
直　
し　
と　
、　
欠　
写　
真　
と　
戻　
し　
写　
真　
の　
照　
合　
か　

ら　
始　
め　
、　
現　
在　
実　
施　
中　
で　
あ　
る　
。　

な　
お　
近　
年　
、　
パ　
ソ　
コ　
ン　
並　
び　
に　
周　
辺　
機　
器　

の　
発　
達　
は　
目　
覚　
し　
く　
、　
写　
真　
・　
ビ　
デ　
オ　
な　
ど　

を　
パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
込　
む　
技　
術　
が　
発　
達　
し　
た　
。　

そ　
の　
中　
に　
四　
〜　
五　
年　
ま　
え　
か　
ら　
イ　
メ　
ー　
ジ　
ス　

キ　
ャ　
ナ　
と　
い　
っ　
て　
、　
Ａ　
４　
サ　
イ　
ズ　
の　
大　
き　
さ　

ま　
で　
パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
込　
め　
る　
機　
材　
が　
、　
出　

現　
し　
た　
の　
で　
、　
ア　
ル　
バ　
ム　
の　
整　
理　
の　
終　
わ　
っ　

た　
も　
の　
か　
ら　
、　
こ　
の　
機　
器　
を　
使　
っ　
て　
一　
ペ　
ー　

ジ　
ず　
つ　
パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
込　
む　
作　
業　
も　
開　
始　

し　
、　
こ　
れ　
を　
写　
真　
の　
紹　
介　
に　
使　
用　
し　
、　
原　
本　

の　
保　
存　
に　
努　
め　
る　
よ　
う　
実　
施　
中　
で　
あ　
る　
。　

二　
）　
こ　
れ　
ま　
で　
整　
理　
に　
当　
っ　
た　
方　
々　

東　
和　
町　
で　
も　
写　
真　
枚　
数　
が　
膨　
大　
で　
あ　
る　
こ　

と　
か　
ら　
、　
整　
理　
方　
法　
が　
問　
題　
と　
な　
っ　
た　
。　
調　

査　
し　
て　
み　
る　
と　
、　
前　
述　
の　
よ　
う　
に　
、　
写　
真　
の　

会　
社　
に　
依　
頼　
す　
る　
と　
一　
枚　
百　
円　
近　
く　
掛　
か　
り　
、　

十　
万　
枚　
で　
は　
膨　
大　
な　
費　
用　
と　
な　
る　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
金　
を　
掛　
け　
な　
い　
で　
パ　
ソ　
コ　
ン　

に　
取　
り　
込　
む　
方　
法　
が　
あ　
る　
。　
パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
ス　

キ　
ャ　
ナ　
（　
例　
え　
ば　
ニ　
コ　
ン　
コ　
ー　
ル　
ス　
キ　
ャ　
ン　
）　

を　
使　
う　
方　
法　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
機　
械　
を　
用　
い　
る　

と　
、　
金　
は　
か　
か　
ら　
な　
い　
が　
、　
多　
く　
の　
時　
間　
と　

労　
力　
を　
要　
す　
る　
。　
安　
い　
費　
用　
で　
こ　
の　
仕　
事　
を　

し　
て　
く　
だ　
さ　
る　
方　
が　
、　
停　
年　
を　
迎　
え　
た　
人　
の　

中　
か　
ら　
見　
つ　
か　
っ　
た　
。　
最　
初　
に　
郵　
便　
局　
を　
停　

年　
に　
な　
ら　
れ　
た　
長　
崎　
の　
丸　
一　
治　
郎　
さ　
ん　
が　
、　

続　
い　
て　
教　
員　
を　
停　
年　
に　
な　
ら　
れ　
た　
船　
越　
の　
兼　

田　
力　
造　
さ　
ん　
が　
加　
わ　
り　
、　
停　
年　
に　
な　
っ　
て　
も　
、　

パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
取　
り　
扱　
い　
を　
学　
び　
、　
ま　
さ　
に　
熟　

年　
パ　
ワ　
ー　
で　
こ　
の　
仕　
事　
に　
当　
ら　
れ　
、　
仕　
事　
が　

は　
か　
ど　
り　
、　
三　
月　
に　
は　
取　
り　
込　
み　
を　
終　
え　
る　

勢　
い　
で　
進　
ん　
で　
い　
る　
。　

別　
表　
の　
よ　
う　
に　
パ　
ソ　
コ　
ン　
で　
の　
デ　
ー　
タ　
ー　

整　
理　
は　
、　
保　
存　
用　
に　
は　
Ｄ　
Ｖ　
Ｄ　
、　
利　
用　
上　
で　

は　
デ　
ー　
タ　
ー　
ベ　
ー　
ス　
化　
を　
、　
蔵　
書　
の　
整　
理　
に　

は　
バ　
ー　
コ　
ー　
ド　
利　
用　
な　
ど　
、　
最　
近　
は　
大　
容　
量　

用　
に　
Ｃ　
Ｄ　
―　
Ｒ　
／　
Ｒ　
Ｗ　
も　
取　
り　
入　
れ　
、　
大　
切　

な　
デ　
ィ　
ス　
ク　
の　
保　
存　
も　
計　
画　
中　
で　
あ　
る　
。　

若　
い　
人　
に　
比　
べ　
年　
輩　
者　
は　
、　
今　
ま　
で　
の　
経　

験　
を　
生　
か　
し　
、　
分　
か　
り　
難　
い　
写　
真　
の　
判　
断　
や　
、　

崩　
し　
字　
の　
読　
み　
な　
ど　
、　
熟　
年　
者　
の　
実　
力　
を　
発　

揮　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
ま　
た　
ア　
ル　
バ　
ム　
整　

理　
は　
女　
性　
の　
小　
林　
早　
苗　
さ　
ん　
が　
、　
細　
か　
い　
仕　

事　
を　
熱　
心　
に　
実　
施　
さ　
れ　
捗　
っ　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
方　
た　
ち　
が　
い　
な　
け　
れ　
ば　
、　
恐　
ら　
く　
仕　

事　
が　
こ　
れ　
ほ　
ど　
ま　
で　
、　
進　
ま　
な　
か　
っ　
た　
と　
思　

わ　
れ　
、　
立　
派　
な　
仕　
事　
を　
し　
て　
く　
だ　
さ　
り　
、　
あ　

り　
が　
た　
い　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

こ　
こ　
ま　
で　
く　
れ　
ば　
、　
利　
用　
し　
や　
す　
く　
な　
る　

の　
で　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
に　
す　
る　
苦　
労　
を　
忘　
れ　
勝　
ち　

で　
あ　
る　
。　
か　
げ　
の　
苦　
労　
が　
あ　
っ　
て　
此　
処　
ま　
で　

き　
た　
こ　
と　
を　
、　
忘　
れ　
て　
は　
な　
る　
ま　
い　
と　
思　
う　
。　

日　
本　
の　
写　
真　
は　
ほ　
ぼ　
終　
わ　
っ　
た　
が　
、　
ま　
だ　

ア　
フ　
リ　
カ　
・　
中　
国　
撮　
影　
の　
ネ　
ガ　
、　
対　
馬　
調　
査　

等　
、　
戦　
前　
・　
追　
加　
分　
な　
ど　
約　
一　
万　
枚　
が　
残　
っ　

て　
い　
る　
。　

此　
れ　
を　
整　
理　
す　
る　
と　
宮　
本　
常　
一　
撮　
影　
の　
写　

真　
は　
、　
確　
実　
に　
十　
万　
枚　
を　
越　
す　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

今　
後　
は　
写　
真　
の　
利　
用　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
、　
一　

般　
へ　
の　
公　
開　
法　
、　
友　
の　
会　
設　
立　
等　
に　
よ　
る　
普　

及　
な　
ど　
を　
考　
え　
て　
行　
き　
た　
い　
と　
思　
う　
。　

3

三
、
東　
和　
町　
で　
宮　
本　
常　
一　

の　
残　
さ　
れ　
た　
写　
真　
・　

フ　
イ　
ル　
ム　
・　
ス　
ラ　
イ　

ド　
等　
の　
整　
理　
に　
当　
っ　

て　
い　
る　
人　
々　

四
、
今
後
の
予
定



瀬　
戸　
内　
海　
に　
、　
本　
州　
と　
四　
国　
と　
同　
時　
に　
見　

渡　
せ　
る　
島　
が　
あ　
る　
―　
。　

宮　
本　
常　
一　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
に　
つ　
い　
て　
書　
か　
れ　

た　
文　
章　
の　
一　
節　
を　
読　
ん　
で　
、　
い　
つ　
か　
自　
分　
も　

訪　
ね　
て　
み　
た　
い　
も　
の　
だ　
と　
思　
っ　
た　
。　

宮　
本　
の　
文　
章　
に　
出　
会　
っ　
た　
の　
は　
、　
高　
校　
を　

卒　
業　
し　
た　
ば　
か　
り　
の　
一　
九　
九　
〇　
年　
春　
。　
岩　
波　

文　
庫　
版　
『　
忘　
れ　
ら　
れ　
た　
日　
本　
人　
』　。　
衝　
撃　
だ　
っ　

た　
。　
歴　
史　
の　
表　
舞　
台　
に　
は　
け　
っ　
し　
て　
登　
場　
し　

な　
い　
人　
物　
が　
、　
じ　
つ　
に　
魅　
力　
的　
に　
描　
か　
れ　
て　

い　
た　
か　
ら　
だ　
。　

宮　
本　
常　
一　
と　
は　
一　
体　
何　
者　
な　
の　
か　
？　
と　
に　

か　
く　
知　
り　
た　
か　
っ　
た　
。　
だ　
が　
、　
当　
時　
宮　
本　
に　

つ　
い　
て　
書　
か　
れ　
た　
本　
は　
一　
冊　
も　
な　
く　
、　
そ　
の　

人　
に　
つ　
い　
て　
知　
る　
に　
は　
、　
愚　
直　
に　
著　
作　
を　
読　

む　
し　
か　
手　
は　
な　
い　
。　
当　
時　
は　
ま　
だ　
そ　
ん　
な　
状　

況　
だ　
っ　
た　
。　

念　
願　
か　
な　
っ　
て　
、　
初　
め　
て　
東　
和　
町　
を　
訪　
ね　

た　
の　
は　
一　
九　
九　
三　
年　
五　
月　
。　
大　
学　
の　
図　
書　
館　

が　
所　
蔵　
す　
る　
宮　
本　
の　
著　
作　
を　
す　
べ　
て　
読　
み　
終　

え　
た　
直　
後　
の　
こ　
と　
だ　
。　

三　
年　
か　
け　
た　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

白　
木　
山　
の　
て　
っ　
ぺ　
ん　
か　
ら　
の　
眺　
め　
は　
忘　
ら　

れ　
な　
い　
。　
自　
分　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
で　
あ　
る　
土　
佐　
足　

摺　
岬　
沿　
岸　
と　
は　
ま　
る　
で　
違　
う　
光　
景　
だ　
っ　
た　
。　

黒　
潮　
が　
直　
接　
ぶ　
つ　
か　
る　
荒　
磯　
で　
、　
う　
っ　
か　
り　

す　
る　
と　
ジ　
ョ　
ン　
万　
次　
郎　
の　
よ　
う　
に　
異　
国　
に　
漂　

流　
し　
て　
し　
ま　
う　
生　
活　
世　
界　
と　
違　
っ　
て　
、　
無　
数　

の　
島　
が　
あ　
り　
、　
そ　
こ　
で　
暮　
ら　
す　
人　
の　
気　
配　
が　

あ　
る　
。　
大　
小　
の　
船　
が　
絶　
え　
ず　
往　
来　
し　
て　
い　
る　
。　

海　
と　
は　
陸　
地　
を　
閉　
ざ　
す　
壁　
で　
は　
な　
く　
、　
人　

と　
人　
と　
を　
結　
び　
つ　
け　
る　
積　
極　
的　
な　
役　
割　
を　
果　

た　
し　
て　
き　
た　
、　
と　
い　
う　
宮　
本　
独　
自　
の　
見　
解　
は　
、　

こ　
の　
山　
か　
ら　
の　
眺　
め　
に　
よ　
っ　
て　
や　
し　
な　
わ　
れ　

た　
の　
か　
と　
、　
目　
の　
前　
の　
光　
景　
を　
見　
て　
体　
が　
震　

え　
る　
思　
い　
だ　
っ　
た　
。　

そ　
し　
て　
こ　
の　
時　
の　
旅　
で　
忘　
れ　
ら　
れ　
な　
い　
の　

が　
、　
宮　
本　
ア　
サ　
子　
さ　
ん　
を　
初　
め　
と　
す　
る　
、　
東　

和　
町　
の　
人　
々　
の　
親　
切　
で　
あ　
る　
。　
お　
約　
束　
な　
し　

の　
訪　
問　
だ　
っ　
た　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
宿　
ま　
で　

貸　
し　
て　
下　
さ　
っ　
た　
。　
ア　
サ　
子　
さ　
ん　
と　
い　
う　
方　

は　
人　
を　
紹　
介　
す　
る　
名　
人　
で　
、　
そ　
の　
後　
も　
全　
国　

各　
地　
の　
人　
々　
と　
の　
出　
会　
い　
の　
機　
会　
を　
つ　
く　
っ　

て　
下　
さ　
っ　
た　
。　

若　
い　
こ　
ろ　
に　
貧　
乏　
旅　
行　
を　
し　
た　
経　
験　
が　
な　

い　
人　
に　
は　
、　
な　
か　
な　
か　
わ　
か　
っ　
て　
も　
ら　
え　
な　

い　
だ　
ろ　
う　
が　
、　
初　
め　
の　
う　
ち　
は　
見　
知　
ら　
ぬ　
土　

地　
で　
人　
に　
声　
を　
か　
け　
る　
こ　
と　
さ　
え　
緊　
張　
す　
る　

も　
の　
だ　
。　
小　
さ　
な　
親　
切　
が　
身　
に　
染　
み　
る　
。　
旅　

先　
で　
こ　
ん　
な　
に　
親　
切　
に　
さ　
れ　
た　
の　
は　
初　
め　
て　

の　
経　
験　
だ　
っ　
た　
。　

以　
後　
、　
こ　
の　
島　
が　
宮　
本　
を　
旅　
人　
に　
し　
た　
よ　

う　
に　
、　
ボ　
ク　
も　
こ　
の　
島　
へ　
の　
旅　
を　
皮　
切　
り　
に　
、　

日　
本　
列　
島　
の　
あ　
ち　
こ　
ち　
へ　
、　
寝　
袋　
ひ　
と　
つ　
も　

っ　
て　
野　
宿　
の　
旅　
に　
明　
け　
暮　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

宮　
本　
常　
一　
の　
学　
問　
や　
社　
会　
的　
活　
動　
へ　
の　
評　

価　
は　
現　
在　
も　
一　
定　
で　
は　
な　
い　
し　
、　
今　
後　
も　

様　
々　
に　
論　
じ　
ら　
れ　
る　
だ　
ろ　
う　
が　
、　
少　
な　
く　
と　

も　
今　
の　
ボ　
ク　
に　
と　
っ　
て　
彼　
の　
魅　
力　
と　
は　
、　
若　

い　
人　
を　
旅　
へ　
と　
煽　
る　
力　
に　
あ　
る　
と　
思　
う　
。　
だ　

か　
ら　
、　
古　
老　
の　
昔　
話　
を　
目　
に　
涙　
を　
浮　
か　
べ　
て　

聞　
く　
、　
と　
い　
っ　
た　
受　
け　
取　
ら　
れ　
方　
は　
非　
常　
に　

マ　
ズ　
イ　
。　
そ　
ん　
な　
懐　
古　
趣　
味　
か　
ら　
は　
最　
も　
遠　

い　
人　
だ　
。　

旅　
を　
す　
る　
に　
は　
交　
通　
手　
段　
を　
考　
え　
な　
け　
れ　

ば　
な　
ら　
な　
い　
し　
、　
そ　
の　
土　
地　
で　
寝　
る　
場　
所　
を　

確　
保　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
し　
、　
食　
事　
を　
し　

な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
し　
、　
途　
中　
で　
出　
会　
っ　
た　

人　
に　
道　
を　
聞　
い　
た　
り　
も　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　

い　
。　
悪　
天　
候　
の　
ハ　
プ　
ニ　
ン　
グ　
だ　
っ　
て　
あ　
る　
。　

何　
よ　
り　
、　
自　
分　
の　
足　
で　
歩　
か　
ね　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　

そ　
の　
過　
程　
で　
見　
聞　
き　
し　
た　
こ　
と　
、　
多　
く　
の　

人　
々　
と　
の　
出　
会　
い　
が　
、　
全　
部　
か　
け　
が　
え　
の　
な　

い　
財　
産　
に　
な　
っ　
て　
ゆ　
く　
。　

今　
ま　
で　
知　
ら　
な　
か　
っ　
た　
土　
地　
、　
そ　
こ　
で　
暮　

ら　
す　
人　
々　
の　
、　
独　
自　
の　
歴　
史　
や　
生　
活　
の　
個　
性　

に　
出　
会　
う　
喜　
び　
。　
そ　
れ　
を　
教　
え　
て　
く　
れ　
た　
の　

が　
宮　
本　
常　
一　
だ　
っ　
た　
。　
ひ　
る　
が　
え　
っ　
て　
、　
現　

在　
こ　
の　
国　
を　
論　
じ　
る　
人　
々　
の　
「　
日　
本　
」　
の　
と　

ら　
え　
方　
の　
な　
ん　
と　
薄　
っ　
ぺ　
ら　
な　
こ　
と　
か　
！　

宮　
本　
の　
旅　
し　
た　
土　
地　
を　
訪　
ね　
て　
歩　
い　
て　
い　

る　
う　
ち　
に　
、　
不　
思　
議　
な　
こ　
と　
に　
宮　
本　
常　
一　
再　

評　
価　
の　
風　
が　
吹　
き　
始　
め　
た　
。　
じ　
つ　
は　
、　
白　
木　

山　
か　
ら　
の　
眺　
望　
を　
、　
宮　
本　
の　
海　
へ　
の　
視　
点　
と　

結　
び　
つ　
け　
て　
論　
じ　
る　
の　
さ　
え　
、　
今　
と　
な　
っ　
て　

は　
常　
套　
句　
と　
な　
り　
つ　
つ　
あ　
る　
。　
次　
々　
と　
現　
れ　

る　
宮　
本　
論　
を　
知　
る　
に　
つ　
け　
、　
そ　
れ　
以　
前　
に　
歩　

き　
始　
め　
て　
お　
い　
て　
よ　
か　
っ　
た　
と　
思　
う　
。　
自　
力　

で　
た　
ど　
り　
つ　
い　
た　
土　
地　
、　
そ　
こ　
で　
暮　
ら　
す　

人　
々　
と　
の　
出　
会　
い　
の　
感　
動　
は　
、　
苦　
労　
し　
た　
だ　

け　
大　
き　
い　
か　
ら　
だ　
。　

目　
下　
、　
東　
和　
町　
で　
は　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　

が　
進　
行　
中　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
。　
初　
め　
て　
こ　
の　
町　

4

別　
表　

宮　
本　
常　
一　
寄　
贈　
図　
書　
・　
写　
真　
類　

整　
理　
状　
況　
（　
平　
成　
1  3  
年　
度　
調　
査　
）　

◎　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
が　
作　
製　
さ　
れ　
た　
ア　
ル　
バ　

ム　
冊　
数　

一　
〜　
一　
二　
〇　
（　
手　
札　
）　

一　
二　
一　
〜　
一　
四　
〇　
（　
ベ　
タ　
焼　
）　

二　
一　
冊　

（　
資　
料　
等　
）　

十　
一　
冊　

（　
ア　
フ　
リ　
カ　
）　

計　
一　
七　
二　
冊　

◎　
写　
真　
整　
理　
状　
況　

・　
写　
真　
ネ　
ガ　

一　．　

整　
理　
済　
枚　
数　

九　
二　，　
一　
二　
四　
枚　

（　
1  2  
年　
度　
末　
）　

作　
製　
台　
帳　
数　

三　
〇　
一　
冊　

二　．　

未　
整　
理　
枚　
数　

ア　
フ　
リ　
カ　

八　
七　
本　

中　
　　
国　

一　
七　
本　

追　
加　
分　

五　
九　
本　

計　

一　
五　
三　
本　

戦　
　　
前　

四　
一　
三　
枚　

合　
計　
　　
約　
一　
〇　，　
〇　
〇　
〇　
枚　

未　
整　
理　
の　
写　
真　
ネ　
ガ　
は　
十　
三　
年　
度　
に　
実　
施　
予　
定　

台　
帳　
三　
〇　
冊　

・　
ス　
ラ　
イ　
ド　
―　
未　
整　
理　（　
保　
存　
方　
法　
検　
討　
中　
）　

内　
訳　
―　
国　
内　
、　
ア　
フ　
リ　
カ　
、　
中　
国　
、　
種　

子　
島　
・　
大　
隈　
等　
、　
染　
型　

◎　
パ　
ソ　
コ　
ン　
で　
の　
写　
真　
デ　
ー　
タ　
整　
理　

一　．　

保　
存　
用　
―　
Ｄ　
Ｖ　
Ｄ　
へ　
の　
保　
存　

（　
一　
〇　
八　
枚　
）　
片　
面　
二　．　
一　
Ｇ　
Ｂ　

ネ　
ガ　
一　
枚　
容　
量　
―　
七　，　
三　
九　
三　
Ｋ　
Ｂ　

二　．　

デ　
ー　
タ　
ベ　
ー　
ス　
化　

ネ　
ガ　
一　
枚　
容　
量　
―　
一　
五　
〇　
〜　

二　
〇　
〇　
Ｋ　
Ｂ　

読読
みみ
手手
をを
旅旅
へへ
とと
煽煽
るる
力力

木

村

哲

也
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木
村
哲
也
の
紹
介
（
敬
称
略
）

米

安

　

晟

木　
村　
哲　
也　
は　
現　
在　
神　
奈　
川　
大　
学　
の　
大　
学　
院　
生　
で　
あ　
る　
。　
年　
齢　
二　
十　
九　
才　
。　
彼　
は　

宮　
本　
常　
一　
に　
は　
直　
接　
指　
導　
を　
受　
け　
た　
こ　
と　
も　
な　
け　
れ　
ば　
、　
会　
っ　
た　
こ　
と　
も　
な　
い　
。　

そ　
れ　
で　
い　
て　
、　
彼　
ほ　
ど　
宮　
本　
常　
一　
に　
つ　
い　
て　
知　
る　
た　
め　
に　
行　
動　
し　
、　
研　
究　
し　
て　
い　

る　
人　
は　
少　
な　
い　
と　
思　
う　
。　

宮　
本　
常　
一　
を　
知　
る　
た　
め　
に　
、　
著　
書　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
宮　
本　
常　
一　
に　
つ　
い　
て　
書　
か　
れ　
た　

本　
を　
三　
年　
が　
か　
り　
で　
読　
ん　
で　
い　
た　
と　
い　
う　
。　

宮　
本　
常　
一　
研　
究　
ゼ　
ミ　
が　
あ　
れ　
ば　
、　
参　
加　
さ　
せ　
て　
も　
ら　
い　
、　
他　
の　
大　
学　
に　
行　
っ　
て　

ま　
で　
、　
研　
究　
に　
励　
ん　
で　
い　
る　
。　

さ　
ら　
に　
彼　
は　
宮　
本　
常　
一　
の　
著　
書　
『　
忘　
れ　
ら　
れ　
た　
日　
本　
人　
』　
に　
惹　
か　
れ　
、　
宮　
本　
常　

一　
の　
歩　
い　
た　
跡　
を　
旅　
し　
て　
、　
宮　
本　
常　
一　
が　
観　
た　
も　
の　
は　
何　
か　
を　
、　
身　
を　
持　
っ　
て　
体　

験　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

彼　
は　
宮　
本　
常　
一　
を　
「　
読　
み　
手　
を　
旅　
へ　
と　
煽　
る　
力　
」　
を　
持　
つ　
人　
と　
捉　
え　
て　
い　
る　
。　

こ　
れ　
も　
「　
宮　
本　
常　
一　
の　
魅　
力　
」　
の　
一　
つ　
で　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
を　
実　
行　
し　
て　
い　
る　
人　
で　
あ　

る　
。　
旅　
の　
中　
か　
ら　
本　
当　
の　
日　
本　
を　
見　
出　
し　
な　
が　
ら　
、　
進　
む　
若　
人　
に　
期　
待　
し　
た　
い　
。　

宮 本 常 一 ・ 旅 の 足 跡
明治40～昭和17年（０～35歳）

を　
訪　
ね　
た　
さ　
い　
に　
は　
、　
宮　
本　
を　
顕　
彰　
す　
る　
も　

の　
が　
何　
ひ　
と　
つ　
な　
い　
の　
に　
拍　
子　
抜　
け　
し　
、　
そ　

れ　
が　
宮　
本　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
ら　
し　
く　
て　
い　
い　
で　
は　

な　
い　
か　
、　
と　
思　
い　
直　
し　
た　
り　
し　
た　
も　
の　
だ　
。　

し　
か　
し　
、　
事　
情　
は　
変　
わ　
っ　
た　
。　
宮　
本　
の　
残　
し　

た　
膨　
大　
な　
資　
料　
の　
整　
理　
・　
公　
開　
が　
待　
た　
れ　
る　

し　
、　
そ　
の　
た　
め　
現　
在　
つ　
づ　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
と　

い　
う　
地　
道　
な　
作　
業　
を　
、　
心　
か　
ら　
応　
援　
し　
て　
い　

き　
た　
い　
。　



島　
を　
出　
る　
足　
が　
ま　
だ　
汽　
船　
だ　
け　
で　
あ　
っ　
た　

頃　
、　
出　
稼　
ぎ　
の　
身　
内　
と　
の　
再　
会　
に　
胸　
を　
と　
き　

め　
か　
せ　
て　
、　
波　
止　
ま　
で　
迎　
え　
に　
出　
て　
い　
た　
自　

分　
が　
、　
い　
ま　
や　
出　
稼　
ぎ　
人　
間　
に　
な　
っ　
て　
、　
溜　

っ　
た　
都　
会　
の　
憂　
鬱　
を　
癒　
し　
て　
く　
れ　
る　
の　
は　
、　

や　
は　
り　
故　
郷　
の　
自　
然　
と　
人　
情　
で　
す　
。　

故　
郷　
ほ　
ど　
有　
り　
難　
い　
と　
こ　
ろ　
は　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
。　東　

京　
暮　
し　
を　
始　
め　
て　
四　
三　
年　
に　
も　
な　
る　
の　

に　
故　
郷　
と　
は　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
何　
故　
だ　
ろ　
う　
と　

考　
え　
て　
み　
ま　
す　
と　
、　
ど　
う　
や　
ら　
職　
場　
や　
専　
門　

性　
を　
通　
じ　
て　
の　
線　
の　
人　
間　
関　
係　
は　
で　
き　
て　
も　
、　

面　
と　
し　
て　
の　
（　
地　
域　
と　
し　
て　
の　
）　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　

ー　
ク　
が　
で　
き　
な　
い　
か　
ら　
だ　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　

そ　
の　
原　
因　
は　
生　
産　
の　
効　
率　
向　
上　
と　
経　
済　
発　
展　

を　
中　
心　
の　
目　
的　
に　
し　
て　
、　
文　
化　
を　
置　
き　
去　
り　

に　
し　
た　
戦　
後　
日　
本　
の　
誤　
謬　
だ　
っ　
た　
と　
思　
わ　
れ　

ま　
す　
。　

人　
間　
の　
崇　
高　
な　
目　
的　
は　
高　
い　
文　
化　
を　
持　
つ　

こ　
と　
で　
し　
ょ　
う　
。　
に　
も　
拘　
ら　
ず　
、　
日　
常　
生　
活　

を　
楽　
に　
す　
る　
こ　
と　
と　
、　
利　
便　
性　
（　
手　
段　
）　
の　

追　
求　
に　
終　
始　
し　
た　
結　
果　
の　
行　
き　
着　
い　
た　
と　
こ　

ろ　
が　
、　
昨　
今　
の　
異　
常　
な　
社　
会　
現　
象　
で　
は　
な　
い　

か　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　
文　
化　
は　
形　
あ　
る　
も　
の　
に　

限　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
実　
際　
の　
生　
活　
の　
な　
か　
で　
発　
見　

さ　
れ　
、　
あ　
る　
い　
は　
創　
り　
出　
さ　
れ　
た　
無　
形　
の　
も　

の　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
私　
は　
そ　
れ　
は　
ま　
さ　
し　
く　
生　

活　
の　
知　
恵　
だ　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　
東　
和　
町　
に　
は　
そ　

の　
よ　
う　
な　
何　
世　
代　
に　
も　
亘　
っ　
て　
継　
承　
さ　
れ　
て　

き　
た　
知　
恵　
が　
沢　
山　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　

も　
不　
断　
に　
継　
承　
さ　
れ　
る　
べ　
き　
も　
の　
で　
す　
。　
今　

日　
の　
先　
端　
技　
術　
で　
も　
に　
わ　
か　
に　
創　
り　
だ　
せ　
る　

も　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
ら　
で　
す　
。　

私　
が　
自　
分　
の　
学　
問　
を　
通　
じ　
て　
つ　
く　
づ　
く　
感　

じ　
入　
っ　
た　
事　
例　
を　
一　
つ　
あ　
げ　
ま　
し　
ょ　
う　
。　
東　

和　
町　
で　
は　
以　
前　
ど　
の　
家　
で　
も　
自　
家　
製　
の　
味　
噌　

造　
り　
を　
し　
て　
お　
り　
ま　
し　
た　
。　
醤　
油　
を　
造　
る　
家　

も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
明　
治　
生　
ま　
れ　
の　
私　
の　
母　
も　

そ　
う　
で　
し　
た　
。　
科　
学　
の　
知　
識　
は　
ま　
っ　
た　
く　
持　

ち　
合　
わ　
せ　
て　
い　
な　
い　
の　
に　
、　
伝　
承　
の　
知　
恵　
は　

実　
に　
合　
理　
的　
で　
見　
事　
な　
材　
料　
の　
使　
い　
分　
け　
を　

し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
多　
分　
今　
後　
こ　
の　
よ　
う　
な　
検　

証　
を　
す　
る　
人　
は　
い　
な　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
の　
で　
書　

い　
て　
お　
き　
ま　
す　
。　

田　
圃　
が　
少　
な　
か　
っ　
た　
た　
め　
で　
し　
ょ　
う　
か　
、　

味　
噌　
に　
は　
大　
麦　
、　
醤　
油　
に　
は　
小　
麦　
を　
使　
用　
し　

て　
い　
ま　
し　
た　
。　
大　
豆　
は　
両　
方　
に　
使　
い　
ま　
す　
。　

大　
麦　
は　
米　
の　
代　
用　
で　
大　
島　
味　
噌　
の　
独　
特　
の　
甘　

味　
の　
下　
地　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
麦　
味　
噌　
と　
呼　
ん　
で　

も　
よ　
い　
で　
し　
ょ　
う　
。　
小　
麦　
は　
麩　
の　
材　
料　
に　
な　

る　
タ　
ン　
パ　
ク　
質　
を　
多　
く　
含　
み　
ま　
す　
が　
、　
こ　
れ　

は　
旨　
味　
の　
元　
の　
「　
グ　
ル　
タ　
ミ　
ン　
酸　
、　
味　
の　
素　

の　
成　
分　
」　
を　
多　
く　
含　
ん　
で　
お　
り　
ま　
す　
。　
大　
豆　

も　
同　
様　
で　
す　
。　
か　
つ　
て　
、　
夏　
の　
終　
わ　
り　
頃　
に　

な　
る　
と　
、　
畳　
を　
あ　
げ　
た　
一　
間　
で　
大　
麦　
や　
小　
麦　

を　
麹　
筵　
に　
広　
げ　
麹　
を　
造　
っ　
て　
お　
り　
ま　
し　
た　
。　

に　
わ　
か　
造　
り　
の　
麹　
室　
で　
す　
。　
麹　
が　
出　
来　
上　
が　

る　
と　
、　
大　
釜　
で　
大　
豆　
を　
煮　
て　
麹　
と　
混　
ぜ　
、　
臼　

で　
つ　
い　
て　
桶　
に　
仕　
込　
ん　
で　
お　
り　
ま　
し　
た　
。　
味　

噌　
を　
「　
つ　
く　
」　
と　
い　
っ　
て　
一　
つ　
の　
風　
物　
で　
し　

た　
。　言　

葉　
に　
大　
き　
な　
意　
味　
が　
含　
ま　
れ　
て　
い　
る　
と　

思　
え　
る　
例　
を　
も　
う　
一　
つ　
あ　
げ　
ま　
し　
ょ　
う　
寿　
司　

は　
「　
つ　
け　
る　
」　
と　
云　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
こ　
れ　
は　

多　
分　
「　
漬　
け　
る　
」　
で　
し　
ょ　
う　
。　
漬　
物　
の　
意　
味　

で　
す　
。　
今　
日　
で　
も　
琵　
琶　
湖　
周　
辺　
に　
は　
鮒　
を　
使　

っ　
た　
馴　
れ　
寿　
司　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
こ　
れ　
は　
飯　

と　
魚　
を　
交　
互　
に　
重　
ね　
て　
重　
石　
を　
乗　
せ　
漬　
け　
込　

ん　
だ　
も　
の　
で　
す　
。　
飯　
は　
発　
酵　
し　
て　
酸　
味　
を　
出　

し　
ま　
す　
。　
こ　
の　
酸　
味　
は　
乳　
酸　
と　
い　
っ　
て　
、　
糠　

味　
噌　
や　
沢　
庵　
、　
ヨ　
ー　
グ　
ル　
ト　
の　
酸　
味　
と　
同　
じ　

で　
す　
、　
そ　
れ　
を　
後　
の　
人　
が　
食　
酢　
で　
飯　
に　
酸　
味　

を　
付　
け　
た　
も　
の　
で　
す　
か　
ら　
、　
寿　
司　
は　
作　
る　
と　

呼　
ば　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
し　
ょ　
う　
。　
私　

は　
バ　
イ　
オ　
サ　
イ　
エ　
ン　
ス　
を　
勉　
強　
し　
に　
き　
た　
学　

生　
に　
も　
こ　
の　
よ　
う　
な　
話　
を　
す　
る　
こ　
と　
に　
し　
て　

き　
て　
い　
ま　
す　
。　

人　
工　
衛　
星　
が　
飛　
ぶ　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
地　
球　
は　

ぐ　
ん　
と　
狭　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
外　
国　
旅　
行　
を　
す　

る　
人　
も　
年　
々　
増　
加　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
昔　
の　
お　

伊　
勢　
参　
り　
よ　
り　
も　
気　
軽　
に　
出　
掛　
け　
て　
い　
る　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　
そ　
ん　
な　
機　
会　
に　
触　
れ　
る　
の　
が　

「　
異　
文　
化　
」　
で　
す　
。　
そ　
れ　
も　
「　
食　
べ　
物　
」　
で　
し　

ょ　
う　
。　
そ　
の　
時　
、　
他　
民　
族　
の　
文　
化　
を　
実　
感　
す　

る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
生　
産　
か　
ら　
流　
通　
、　
調　
理　
、　

食　
卓　
と　
見　
て　
く　
る　
と　
異　
民　
族　
文　
化　
の　
特　
徴　
が　

理　
解　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

私　
は　
ア　
メ　
リ　
カ　
留　
学　
生　
活　
で　
日　
本　
食　
を　
学　

生　
に　
馳　
走　
し　
て　
随　
分　
と　
得　
を　
し　
ま　
し　
た　
。　
彼　

ら　
に　
振　
る　
舞　
っ　
た　
の　
は　
巻　
き　
寿　
司　
と　
す　
き　
焼　

き　
が　
主　
で　
す　
が　
、　
大　
変　
喜　
ん　
で　
日　
本　
贔　
屓　
に　

な　
り　
ま　
す　
。　
実　
は　
そ　
の　
手　
で　
籠　
絡　
し　
て　
言　
葉　

の　
勉　
強　
や　
書　
類　
な　
ど　
を　
作　
る　
手　
助　
け　
を　
し　
て　

も　
ら　
う　
魂　
胆　
だ　
っ　
た　
の　
で　
す　
が　
、　
そ　
れ　
以　
上　

に　
文　
化　
交　
流　
の　
効　
果　
を　
発　
揮　
し　
ま　
し　
た　
。　
調　

理　
法　
は　
す　
べ　
て　
母　
を　
傍　
で　
見　
て　
覚　
え　
た　
も　
の　

で　
す　
。　

東　
和　
町　
に　
は　
そ　
の　
よ　
う　
な　
文　
化　
と　
呼　
ぶ　
べ　

き　
も　
の　
が　
沢　
山　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
子　
ど　
も　
の　
頃　

に　
は　
、　
正　
月　
か　
ら　
暮　
れ　
の　
餅　
つ　
き　
ま　
で　
、　
節　

季　
毎　
の　
行　
事　
が　
待　
ち　
遠　
し　
く　
楽　
し　
い　
も　
の　
で　
、　

生　
活　
の　
ア　
ク　
セ　
ン　
ト　
で　
し　
た　
。　

日　
本　
中　
の　
そ　
の　
よ　
う　
な　
庶　
民　
の　
生　
活　
の　
姿　

を　
訪　
ね　
歩　
い　
て　
記　
録　
し　
、　
学　
問　
と　
し　
て　
体　
系　

化　
し　
た　
の　
が　
宮　
本　
常　
一　
で　
す　
。　
そ　
の　
中　
の　
多　

く　
の　
も　
の　
が　
い　
ま　
や　
風　
化　
し　
、　
消　
滅　
し　
つ　
つ　

あ　
り　
ま　
す　
。　
私　
は　
生　
化　
学　
者　
で　
学　
問　
領　
域　
は　

異　
な　
り　
ま　
す　
が　
、　
先　
生　
の　
蒐　
集　
・　
記　
録　
さ　
れ　

た　
資　
料　
や　
著　
作　
は　
文　
化　
的　
に　
極　
め　
て　
高　
い　
価　

値　
の　
あ　
る　
こ　
と　
を　
理　
解　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
そ　

の　
よ　
う　
な　
貴　
重　
な　
財　
産　
が　
東　
和　
町　
に　
あ　
る　
こ　

と　
は　
す　
ば　
ら　
し　
く　
世　
界　
に　
誇　
れ　
る　
こ　
と　
だ　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　
大　
切　
に　
保　
存　
し　
て　
後　
世　
に　
伝　
え　
、　

日　
本　
の　
庶　
民　
生　
活　
文　
化　
研　
究　
の　
メ　
ッ　
カ　
と　
し　

て　
欲　
し　
い　
と　
願　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
そ　
こ　
か　
ら　
、　

わ　
が　
東　
和　
町　
の　
高　
い　
理　
想　
の　
未　
来　
永　
劫　
の　
発　

展　
が　
期　
待　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
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記
念
講
演　
「
宮
本
常
一
の
ま
な
ざ
し
」

今　
回　
は　
、　
こ　
の　
命　
日　
に　
、　
ノ　
ン　
フ　
ィ　
ク　
シ　

ョ　
ン　
作　
家　
の　
佐　
野　
真　
一　
先　
生　
の　
講　
演　
が　
開　
催　

さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　
佐　
野　
先　
生　
は　
、　「　
旅　

す　
る　
巨　
人　
」　
宮　
本　
先　
生　
と　
渋　
沢　
敬　
三　
氏　
と　
の　

心　
の　
交　
流　
を　
書　
い　
て　
大　
宅　
壮　
一　
ノ　
ン　
フ　
ィ　
ク　

シ　
ョ　
ン　
賞　
を　
受　
賞　
し　
て　
い　
る　
。　
講　
演　
の　
演　
題　

は　
「　
宮　
本　
常　
一　
の　
ま　
な　
ざ　
し　
」　
で　
、　
午　
後　
二　

時　
、　
東　
和　
町　
総　
合　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
開　
催　
さ　
れ　
た　
。　

主　
催　
は　
東　
和　
町　
ふ　
る　
さ　
と　
づ　
く　
り　
実　
行　
委　
員　

会　
・　
東　
和　
町　
教　
育　
委　
員　
会　
・　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　

事　
業　
策　
定　
審　
議　
会　
で　
あ　
る　
。　

会　
場　
は　
五　
百　
名　
を　
数　
え　
る　
参　
加　
者　
で　
熱　
気　
に　

あ　
ふ　
れ　
、　
大　
盛　
況　
だ　
っ　
た　
。　
私　
も　
こ　
れ　
ま　
で　

い　
ろ　
い　
ろ　
と　
講　
演　
会　
や　
シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
の　
開　

催　
に　
か　
か　
わ　
っ　
て　
き　
た　
が　
、　
文　
化　
講　
演　
会　
で　

こ　
れ　
ほ　
ど　
の　
人　
数　
が　
あ　
つ　
ま　
り　
、　
盛　
り　
上　
が　

っ　
た　
こ　
と　
を　
知　
ら　
な　
い　
。　
ま　
さ　
に　
前　
代　
未　
聞　

の　
出　
来　
事　
だ　
っ　
た　
。　

講　
師　
の　
佐　
野　
先　
生　
は　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
歩　
み　
と　

業　
績　
、　
そ　
し　
て　
宮　
本　
民　
俗　
学　
の　
も　
つ　
今　
日　
的　

な　
意　
義　
、　
さ　
ら　
に　
宮　
本　
先　
生　
の　
人　
間　
性　
を　
独　

特　
の　
語　
り　
口　
で　
語　
っ　
た　
。　

卓　
越　
し　
た　
農　
業　
技　
術　
者　
と　
し　
て　
、　
ま　
た　
離　
島　

振　
興　
に　
情　
熱　
を　
傾　
け　
る　
オ　
ル　
ガ　
ナ　
イ　
ザ　
ー　
と　

し　
て　
、　
埋　
も　
れ　
た　
芸　
能　
を　
も　
っ　
て　
活　
性　
化　
を　

図　
る　
プ　
ロ　
デ　
ュ　
ー　
サ　
ー　
と　
し　
て　
、　
既　
成　
概　
念　

に　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
教　
育　
者　
と　
し　
て　
、　
ラ　
ジ　
カ　

ル　
な　
思　
想　
家　
と　
し　
て　
、　
村　
お　
こ　
し　
、　
町　
づ　
く　

り　
、　
経　
世　
済　
民　
の　
先　
達　
と　
し　
て　
の　
宮　
本　
先　
生　

の　
魅　
力　
を　
語　
っ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
本　
町　
が　
立　
ち　

あ　
げ　
よ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
文　
化　
教　
育　
交　
流　
促　
進　

施　
設　
に　
つ　
い　
て　
、　
そ　
の　
意　
義　
を　
熱　
っ　
ぽ　
く　
語　

っ　
た　
。　

ほ　
ぼ　
二　
時　
間　
に　
わ　
た　
る　
講　
演　
は　
、　
内　
容　
が　

ぎ　
っ　
し　
り　
つ　
ま　
っ　
た　
も　
の　
で　
、　
聴　
衆　
も　
く　
い　

い　
る　
よ　
う　
よ　
う　
に　
熱　
心　
に　
聞　
き　
入　
っ　
て　
い　
た　
。　

す　
ば　
ら　
し　
い　
内　
容　
な　
の　
で　
、　
今　
、　
テ　
ー　
プ　
お　

こ　
し　
を　
し　
て　
、　
近　
い　
う　
ち　
に　
本　
に　
し　
た　
い　
と　

思　
っ　
て　
い　
る　
。　
参　
加　
さ　
れ　
な　
か　
っ　
た　
人　
に　
も　

ぜ　
ひ　
読　
ん　
で　
頂　
き　
た　
い　
。　

「
宮
本
常
一
が
見
た
日
本
」

こ　
の　
講　
演　
会　
の　
会　
場　
で　
佐　
野　
先　
生　
の　
著　
書　
、　

「　
宮　
本　
常　
一　
が　
見　
た　
日　
本　
」　、　「　
旅　
す　
る　
巨　
人　
」　、　

「　
大　
往　
生　
の　
島　
」　、　「　
私　
の　
体　
験　
的　
ノ　
ン　
フ　
ィ　
ク　

シ　
ョ　
ン　
術　
」　
を　
販　
売　
し　
た　
。　
二　
百　
三　
十　
冊　
ほ　

ど　
売　
れ　
、　
な　
か　
で　
も　
「　
宮　
本　
常　
一　
が　
見　
た　
日　

本　
」　
は　
百　
十　
一　
冊　
売　
れ　
た　
の　
に　
は　
驚　
い　
た　
。　

そ　
の　
「　
宮　
本　
常　
一　
が　
見　
た　
日　
本　
」　
は　
、　「　
地　

方　
」　
と　
「　
中　
央　
」　
に　
つ　
い　
て　
考　
え　
よ　
う　
と　
す　

る　
者　
、　
そ　
れ　
も　
特　
に　
、　
我　
々　
の　
よ　
う　
に　
「　
地　

方　
」　
の　
側　
に　
身　
を　
置　
い　
て　
考　
え　
よ　
う　
と　
す　
る　

者　
に　
は　
必　
読　
の　
一　
冊　
で　
あ　
る　
。　

本　
書　
は　
、　
佐　
野　
先　
生　
が　
講　
師　
を　
務　
め　
て　
Ｎ　

Ｈ　
Ｋ　
教　
育　
テ　
レ　
ビ　
で　
放　
送　
さ　
れ　
た　
「　
人　
間　
講　

座　
・　
宮　
本　
常　
一　
が　
見　
た　
日　
本　
」　
の　
テ　
キ　
ス　
ト　

を　
大　
幅　
に　
加　
筆　
し　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
宮　
本　
先　

生　
が　
見　
た　
日　
本　
を　
も　
と　
に　
し　
て　
、　
そ　
れ　
が　
ど　

の　
よ　
う　
に　
変　
質　
し　
て　
し　
ま　
っ　
た　
の　
か　
、　
と　
い　

う　
こ　
と　
が　
重　
要　
な　
テ　
ー　
マ　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

そ　
の　
中　
で　
印　
象　
深　
い　
言　
葉　
が　
あ　
る　
。　

「　
離　
島　
で　
も　
、　
山　
村　
で　
も　
人　
間　
を　
育　
て　
な　
か　
っ　

た　
と　
こ　
ろ　
は　
、　
も　
う　
僕　
が　
い　
っ　
て　
も　
と　
り　
か　

え　
し　
の　
つ　
か　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
ま　
で　
事　
態　
が　
進　
行　

し　
て　
い　
る　
。　
お　
そ　
ら　
く　
僕　
は　
死　
ぬ　
ま　
で　
こ　
の　

問　
題　
に　
胸　
を　
痛　
め　
て　
歩　
か　
に　
ゃ　
な　
ら　
ん　
」　
と　

い　
う　
宮　
本　
先　
生　
の　
嘆　
き　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
嘆　
き　
に　
応　
え　
る　
言　
葉　
を　
我　
々　
に　
は　
、　
今　

持　
っ　
て　
い　
る　
だ　
ろ　
う　
か　
、　
考　
え　
込　
ん　
だ　
。　

官
僚
た
ち
が
語
る
宮
本
常
一

本　
書　
の　
最　
終　
章　
に　
刺　
激　
的　
な　
言　
葉　
が　
あ　
ふ　

れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
は　
「　
官　
僚　
た　
ち　
が　
語　
る　
宮　
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新

山

玄

雄

佐
野
真
一
先
生

真　
冬　
の　
大　
島　
の　
野　
辺　
に　
春　
を　
待　
つ　
可　
憐　
な　
花　
、　
水　
仙　
が　
咲　
き　
、　
今　
年　
も　
宮　
本　

先　
生　
の　
命　
日　
が　
き　
た　
。　
先　
生　
の　
残　
さ　
れ　
た　
郷　
土　
大　
学　
の　
呼　
び　
か　
け　
で　
、　
毎　
年　
一　

月　
三　
十　
日　
の　
こ　
の　
日　
、　
水　
仙　
忌　
と　
し　
て　
偲　
ぶ　
会　
を　
開　
催　
し　
て　
い　
る　
。　

二　
十　
一　
回　
目　
と　
な　
る　
今　
年　
は　
、　
参　
加　
者　
も　
多　
く　
、　
七　
十　
名　
を　
こ　
え　
る　
参　
加　
者　

が　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
こ　
近　
年　
参　
加　
者　
も　
増　
加　
し　
て　
い　
る　
。　
西　
方　
の　
神　
宮　
寺　
で　
水　
仙　
の　

薫　
り　
か　
す　
か　
に　
た　
だ　
よ　
う　
な　
か　
、　
し　
め　
や　
か　
に　
法　
要　
が　
い　
と　
な　
ま　
れ　
、　
そ　
の　
あ　

と　
庫　
裏　
で　
な　
ご　
や　
か　
に　
会　
食　
が　
も　
た　
れ　
た　
。　
時　
間　
の　
た　
つ　
ご　
と　
に　
も　
り　
あ　
が　
り　
、　

楽　
し　
い　
懇　
談　
の　
場　
と　
な　
っ　
た　
。　



本　
常　
一　
」　
の　
章　
で　
あ　
る　
。　
宮　
本　
フ　
ァ　
ン　
を　
自　

認　
す　
る　
中　
央　
官　
僚　
た　
ち　
を　
招　
い　
て　
の　
座　
談　
会　

だ　
が　
、　
出　
席　
者　
の　
発　
言　
に　
驚　
き　
、　
胸　
を　
つ　
か　

れ　
る　
。　
今　
日　
、　
外　
務　
省　
は　
じ　
め　
官　
僚　
の　
て　
い　

た　
ら　
く　
が　
言　
わ　
れ　
て　
い　
る　
な　
か　
で　
、　
こ　
の　
人　

た　
ち　
は　
良　
質　
な　
部　
分　
な　
の　
だ　
。　

そ　
の　
彼　
た　
ち　
が　
こ　
う　
言　
う　
の　
で　
あ　
る　
。　

「　
予　
算　
配　
分　
が　
制　
度　
化　
さ　
れ　
て　
、　
地　
域　
か　
ら　
知　

恵　
を　
出　
す　
必　
要　
が　
な　
く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　

そ　
の　
派　
生　
と　
し　
て　
役　
場　
と　
建　
設　
業　
者　
が　
二　
大　

産　
業　
と　
な　
る　
よ　
う　
な　
画　
一　
的　
な　
構　
図　
と　
な　
っ　

た　
」　「　
約　
三　
千　
三　
百　
あ　
る　
地　
方　
自　
治　
体　
の　
う　
ち　
、　

市　
・　
町　
・　
村　
の　
各　
単　
位　
で　
、　
財　
源　
も　
含　
め　
て　

任　
せ　
ら　
れ　
る　
の　
は　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
ト　
ッ　
プ　
一　
割　
、　

任　
せ　
ら　
れ　
な　
い　
の　
は　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
ボ　
ト　
ム　
一　

割　
、　
そ　
の　
中　
間　
は　
疑　
問　
あ　
り　
」　「　
疑　
問　
の　
中　
身　

は　
、　
も　
っ　
ぱ　
ら　
人　
材　
の　
問　
題　
」　「　
何　
か　
委　
員　
会　

を　
作　
ろ　
う　
と　
し　
て　
各　
分　
野　
の　
専　
門　
家　
を　
地　
元　

で　
五　
人　
集　
め　
よ　
う　
と　
し　
て　
も　
、　
四　
十　
七　
都　
道　

府　
県　
中　
、　
大　
都　
市　
圏　
を　
除　
い　
た　
ら　
集　
ま　
ら　
な　

い　
。　
正　
直　
に　
言　
え　
ば　
、　
東　
京　
か　
ら　
呼　
ん　
だ　
方　

が　
よ　
ほ　
ど　
安　
い　
し　
、　
質　
も　
高　
い　
」　「　
戦　
後　
の　
地　

方　
振　
興　
策　
を　
一　
言　
言　
っ　
て　
し　
ま　
え　
ば　
、　
公　
共　

事　
業　
と　
企　
業　
誘　
致　
で　
す　
。　
も　
っ　
と　
は　
っ　
き　
り　

い　
え　
ば　
、　
日　
雇　
い　
に　
仕　
事　
と　
パ　
ー　
ト　
の　
仕　
事　

を　
つ　
く　
っ　
て　
き　
た　
だ　
け　
」　「　
い　
ま　
過　
疎　
や　
離　
島　

を　
考　
え　
る　
こ　
と　
は　
、　
死　
を　
考　
え　
る　
こ　
と　
に　
似　

て　
い　
る　
」　

ラ　
ン　
ダ　
ム　
に　
引　
用　
し　
た　
が　
、　
こ　
れ　
が　
良　
心　

的　
で　
質　
の　
良　
い　
と　
思　
わ　
れ　
る　
中　
央　
官　
僚　
た　
ち　

の　
こ　
と　
ば　
で　
あ　
る　
。　
刺　
激　
的　
だ　
が　
あ　
え　
て　
引　

用　
し　
た　
。　
彼　
ら　
の　
率　
直　
な　
言　
葉　
に　
応　
じ　
る　
言　

葉　
を　
「　
地　
方　
」　
に　
暮　
ら　
す　
我　
々　
に　
は　
今　
持　
っ　

て　
い　
る　
だ　
ろ　
う　
か　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
の　
「　
地　
方　
」　
は　
、　
こ　
の　
言　
葉　
に　

こ　
た　
え　
る　
も　
の　
を　
い　
か　
に　
模　
索　
し　
て　
い　
く　
か　
、　

と　
い　
う　
こ　
と　
が　
課　
題　
で　
あ　
る　
。　
地　
方　
が　
真　
に　

豊　
に　
な　
る　
た　
め　
に　
は　
こ　
の　
問　
い　
に　
正　
面　
か　
ら　

こ　
た　
え　
る　
気　
概　
と　
能　
力　
を　
鍛　
え　
る　
以　
外　
に　
な　

い　
。　
地　
方　
分　
権　
が　
進　
む　
な　
か　
で　
徐　
々　
に　
「　
地　

方　
」　
も　
本　
来　
の　
能　
力　
に　
め　
ざ　
め　
る　
と　
思　
う　
。　

混　
乱　
期　
は　
あ　
る　
と　
思　
う　
が　
、　
そ　
れ　
ほ　
ど　
悲　
観　

す　
る　
こ　
と　
も　
な　
い　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

そ　
う　
し　
た　
時　
、　
も　
う　
じ　
き　
本　
町　
で　
立　
ち　
あ　

が　
ろ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
文　
化　
教　
育　
交　
流　
促　
進　
施　

設　
は　
、　
そ　
れ　
ら　
の　
課　
題　
に　
取　
組　
む　
、　
「　
地　
方　
」　

で　
の　
絶　
好　
の　
場　
で　
あ　
る　
。　
汲　
め　
ど　
も　
つ　
き　
な　

い　
泉　
の　
よ　
う　
な　
宮　
本　
学　
が　
こ　
こ　
か　
ら　
発　
信　
で　

き　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　

佐　
野　
先　
生　
は　
言　
わ　
れ　
る　
。　

「　
も　
し　
宮　
本　
が　
撮　
影　
し　
た　
写　
真　
の　
デ　
ー　
タ　
ベ　
ー　

ス　
を　
フ　
ル　
に　
活　
用　
す　
る　
こ　
と　
が　
出　
来　
る　
な　
ら　

ば　
、　
わ　
れ　
わ　
れ　
は　
、　
高　
度　
成　
長　
に　
よ　
っ　
て　
、　

こ　
の　
国　
土　
か　
ら　
何　
が　
失　
わ　
れ　
、　
何　
を　
獲　
得　
し　

て　
き　
た　
か　
を　
、　
一　
目　
瞭　
然　
の　
形　
で　
目　
に　
す　
る　

こ　
と　
が　
可　
能　
と　
な　
る　
。　
デ　
ジ　
タ　
ル　
化　
時　
代　
の　

恩　
恵　
を　
生　
か　
し　
た　
ま　
っ　
た　
く　
新　
し　
い　
タ　
イ　
プ　

の　
記　
念　
館　
は　
、　
記　
録　
す　
る　
精　
神　
を　
い　
っ　
と　
き　

も　
手　
ば　
な　
さ　
ず　
に　
日　
本　
の　
津　
々　
浦　
々　
を　
歩　
い　

た　
宮　
本　
の　
遺　
志　
に　
ふ　
さ　
わ　
し　
い　
も　
の　
と　
な　
ろ　

う　
」　「　
こ　
の　
記　
念　
館　
は　
、　
国　
家　
的　
知　
的　
財　
産　
で　

あ　
り　
、　
世　
界　
中　
に　
発　
信　
で　
き　
る　
も　
の　
と　
な　
る　
」　。　

そ　
し　
て　
「　
こ　
の　
島　
は　
、　
日　
本　
で　
も　
っ　
と　
も　
注　

目　
さ　
れ　
る　
島　
に　
な　
ろ　
う　
」　
と　
断　
言　
さ　
れ　
た　
。　

熱　
い　
二　
時　
間　
は　
終　
わ　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
に　

胸　
に　
記　
す　
も　
の　
を　
確　
か　
に　
に　
感　
じ　
な　
が　
ら　
参　

加　
者　
は　
生　
活　
の　
場　
に　
帰　
っ　
て　
い　
っ　
た　
と　
思　
う　
。　

今　
年　
の　
宮　
本　
先　
生　
の　
命　
日　
は　
、　
講　
演　
会　
も　

あ　
り　
多　
く　
の　
人　
が　
集　
い　
、　
交　
流　
の　
場　
と　
な　
っ　

た　
。　
考　
え　
、　
学　
ぶ　
場　
と　
も　
な　
っ　
た　
。　
そ　
の　
様　

子　
は　
民　
放　
三　
局　
、　
新　
聞　
社　
三　
社　
の　
ニ　
ュ　
ー　
ス　
、　

特　
別　
番　
組　
と　
な　
っ　
て　
ひ　
ろ　
く　
報　
道　
さ　
れ　
た　
。　

泉　
下　
の　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
は　
、　
ど　
う　
思　
わ　
れ　
た　

か　
。　
気　
に　
な　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
は　
あ　
る　
。　
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柳
居
俊
学
県
議
会
議
員

（
宮
本
常
一
記
念
事
業
顧
問
）

西
木

宏
町
長

講
演
会
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
宮
本
常
一　
・

旅
の
足
跡
　
テ
ー
マ
パ
ネ
ル
展

文文 化化 教教育育 交交 流流促促 進進 施施 設設事事 業業

宮本常一先生の展示室を主体とする文化教育交流促
進施設の工事が始まります。

場所は平野公有地（総合センター西側）、規模は木
造平屋建、延面積1 4 5 5 . 1 5㎡で完成は平成1 5年度末
の予定です。

東東 和和 町町ホホ ーー ムムペペ ーー ジジ のの開開 設設

町では、宮本常一先生の資料や東和町全般にわたる
ホームページを開設しました。

内容については一部調整中の項目がありますが作成
次第順次公開して行く予定にしています。
アドレスは
h t t p : / / w w w . t o w a t o w n . j p


